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平成２１年５月３０日

各 位

全国重症心身障害児(者)を守る会

会 長 北浦 雅子

創立４５周年記念大会の延期について（緊急のご連絡）

関西地区や首都圏において新型インフルエンザの感染が確認され、感染拡大が懸念されて

いる状況を受けて、６月２７日（土）、２８日（日）に予定しておりました「創立４５周年

記念大会」の開催を下記の通り延期させていただきます。

当会では、参加を予定されている皆様のみならず重症心身障害児(者)の安全を最優先に考

え、慎重に検討を重ね、本日開催された当法人の理事会及び評議員会において、大会を延期

することを決定いたしました。

記念大会出席に向けて諸準備を進めてこられた関係者の皆様には、大変申し訳なく存じま

すが、今回の延期措置につきまして、何卒ご理解いただきますようお願い申し上げます。

なお、９月に開催予定の記念大会については、改めてご案内をさせていただくこととして

おります。

記

１．開催期日

【当初の開催期日】 平成２１年６月２７日（土）、２８日（日）

↓
【延期後の開催期日】 平成２１年９月２３日（水・祝日）、２４日（木）

２．開催場所（予定）

グランドプリンスホテル新高輪「国際館パミール」（東京都港区高輪）

全国重症心身障害児(者)を守る会

創立４５周年記念大会の延期について
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重

症

心

身

障
害

児

・
者

を
支

え

る

会

編

集

後

記

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
で
、
障
害
者
の
通
所
施
設
や
短
期
入
所
な
ど

で
臨
時
休
業
が
相
次
ぎ
、
利
用
者
の
生
活
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
ま
し
た
。

手
洗
い
・
う
が
い
・
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
の
感
染
対
策
の
徹
底
を
は
じ
め

感
染
拡
大
の
防
止
を
求
め
、
続
い
て
、
感
染
拡
大
の
程
度
に
応
じ
た
対
策
が

講
じ
ら
れ
ま
し
た
。
「
臨
時
休
業
の
要
請
等
に
関
し
て
、
地
域
ご
と
の
対
応

を
加
え
る
な
ど
の
改
定
で
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
柔
軟
に
事
業
を
継
続
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
し
、
事
業
継
続
の
た
め
の
体
制
整
備
を
行
う
こ
と
な
ど

を
要
請
し
た
」
。
な
ど
の
経
過
が
あ
り
ま
し
た
。

施
設
の
対
応
の
一
部
改
正
が
出
た
時
は
、
す
で
に
１
週
間
以
上
の
休
業
が

終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
疲
弊
し
た
親
御
さ
ん
た
ち
の
「
も
う
二
度
と
あ
ん
な

経
験
は
御
免
で
す
」
の
声
や
、
日
中
活
動
の
場
を
失
っ
た
方
々
の
中
に
は
、

突
然
の
休
み
を
理
解
し
に
く
い
人
や
、
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
人
な
ど
、
そ

し
て
そ
の
介
護
を
一
手
に
引
き
受
け
る
か
た
ち
に
な
っ
た
親
御
さ
ん
達
の
声

は
切
実
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た(

暮
ら
し
の
場
で
あ
る
ケ
ア
ホ
ー
ム
な
ど
で

は
、
日
中
活
動
ま
で
人
手
を
確
保
で
き
ず
、
家
族
介
護
に
な
っ
た
所
も
あ
り

ま
し
た)

。

危
機
に
直
面
し
た
時
、
意
思
表
示
で
き
な
い
介
護
に
多
く
の
手
を
必
要
と

す
る
重
症
児
者
な
ど
、
真
っ
先
に
犠
牲
に
な
る
の
は
最
重
度
の
障
害
者
で
す
。

「
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
生
活
の
質
を
高
め
る
」
と
い
う
努
力
が
一
瞬
に
し

て
無
に
帰
し
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。
事
業
継
続
の
た
め
の
体
制
整
備
は
か

け
声
だ
け
に
終
わ
っ
て
ほ
し
く
な
い
と
切
に
願
わ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。
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集
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★
決
し
て
争
っ
て
は
い
け
な
い

争
い
の
中

に
弱
い
も
の
の
生
き
る
場
は
な
い

★
親
個
人
が
い
か
な
る
主
義
主
張
が
あ
っ
て

も
、
重
症
児
・
者
運
動
に
参
加
す
る
者
は

党
派
を
超
え
る
こ
と

★
最
も
弱
い
も
の
を
一
人
も
も
れ
無
く
守
る

守る会三原則

Ｎｏ．６８

Ｏ
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児
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重
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障
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児

（

者
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を

守

る

会

大

阪

支

部

去
る
六
月
十
六
日
（
火
）
「
早
川
福
祉
会
館
」
に
お
い
て
、

第
十
六
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
来
賓
挨
拶
、
活
動
報
告
ビ
デ
オ

上
映
、
平
成
二
〇
年
度
事
業
報
告
、
会
計
報
告
、
監
査
報
告
、
平

成
二
十
一
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
へ
と
議
事
を
進
行
し
、
各

議
案
と
も
出
席
者
の
承
認
を
得
、
成
立
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
会
員
以
外
の
方
も
交
え
、
情
報
交
換
も
含
め
た

「
情
勢
報
告
及
び
意
見
交
換
会
」
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

重
症
児
者
の
命
を
守
る
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
き
た
重
症
心
身

障
害
児
施
設
は
18
才
以
上
も
児
童
福
祉
法
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
二
十
四
年
四
月
以
降
を
睨
ん
で
変

わ
ら
ざ
る
を
え
な
い
情
勢
で
す
。
自
立
支
援
法
の
中
で
今
ま
で
通

り
の
処
遇
が
可
能
か
ど
う
か
な
ど
不
安
は
あ
り
ま
す
。

「
施
設
の
絶
対
数
が
足
り
な
い
中
で
、
在
宅
生
活
を
支
え
て
い

く
た
め
の
シ
ス
テ
ム
は
あ
る
の
か
？
」
「
突
然
の
体
調
の
崩
れ
で

医
療
ケ
ア
が
必
要
に
な
っ
た
時
、
親
が
医
療
ケ
ア
を
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
制
度
は
あ
っ
て
も
、
医
療
ケ
ア
が
あ
る
と
使
え
な
い

介
護
支
援
の
状
況
を
何
と
か
し
て
ほ
し
い
」
「
療
養
介
護
は
、
果

た
し
て
暮
ら
し
の
場
に
な
り
う
る
の
か
？
」
な
ど
の
声
が
出
ま
し

た
。「

支
え
る
会
」
と
し
て
要
望
を
ま
と
め
、
具
体
の
も
の
と
し
て
、

大
き
な
声
に
し
て
届
け
、
重
症
児
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
豊
か
に
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
な
運
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
の
思
い
を
込

め
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
（
関
連
記
事

７
頁
）

定期総会

情勢報告及び意見交換会
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障
害
児
支
援
の
見
直
し
検
討
会
の
報
告
、
及
び
障
害
者
自

立
支
援
法
施
行
後
３
年
を
経
て
見
直
し
の
報
告
書
が
出
さ
れ

法
案
化
に
向
け
動
き
だ
し
た
。
今
後
、
研
究
会
等
で
検
討
さ

れ
て
い
く
療
養
介
護
事
業
の
中
身
が
、
医
療
的
ケ
ア
の
必
要

な
方
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
場
と
な
る
よ
う
な
施
策
に
な
っ
て

い
く
の
か
注
視
し
た
い
。

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方
の
暮
ら
し
を
支
え
る
施
策
の
構

築
を
目
指
し
、
当
事
者
の
声
を
取
り
ま
と
め
、
積
極
的
に
意

見
・
要
望
を
述
べ
て
き
た
。
重
症
心
身
障
害
児
者
施
策
の
問

題
点
に
つ
い
て
会
員
か
ら
の
声
を
と
り
ま
と
め
る
た
め
の
話

し
合
い
や
交
流
会
を
重
ね
て
き
た
が
、
要
望
を
ま
と
め
、
施

策
に
つ
な
げ
る
た
め
の
活
動
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
わ
れ
る
。

社
会
的
に
は
ま
だ
ま
だ
認
知
度
が
低
い
重
症
心
身
障
害
児

者
の
思
い
を
伝
え
、
介
護
生
活
の
実
状
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
た
。

一
方
で
は
、
支
援
学
校
の
医
療
的
ケ
ア
部
会
と
交
流
を
持

ち
、
卒
業
後
の
課
題
解
決
の
た
め
の
協
力
団
体
と
し
て
の
活

動
や
、
障
害
者
権
利
条
約
批
准
の
実
現
に
向
け
、
条
約
と
重

症
児
者
の
抱
え
る
問
題
の
関
連
性
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る

た
め
、
活
動
に
参
加
し
他
団
体
と
の
繋
が
り
を
持
っ
た
。

自
立
支
援
法
の
見
直
し
や
、
医
療
分
野
の
問
題
点
、
大
阪

府
の
重
症
児
施
策
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
重
症
心
身
障
害
児

施
設
の
保
護
者
交
流
会
を
も
ち
情
報
交
換
を
し
、
施
設
見
学

を
行
い
研
修
の
機
会
を
も
っ
た
。
ま
た
、
学
校
卒
業
後
に
お

け
る
医
療
的
ケ
ア
問
題
に
つ
い
て
学
習
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

研
修
会
に
参
加
し
、
情
報
提
供
を
し
て
い
る
。

孤
立
し
が
ち
な
重
い
障
害
を
も
つ
人
の
た
め
に
、
一
泊
交

流
キ
ャ
ン
プ
・
日
帰
り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
、
親
同
志
が

集
ま
っ
て
の
交
流
会
を
開
催
し
た
。

重
い
障
害
ゆ
え
、
切
羽
詰
ま
っ
た
状
態
や
困
難
な
ケ
ー
ス
の

方
を
は
じ
め
、
会
員
家
族
か
ら
の
相
談
に
常
時
応
じ
て
い
る
。

重
症
心
身
障
害
児
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
施
策
は
数
量
的

に
も
不
足
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
福
祉
向
上
の
た
め
よ
り
声

を
大
き
く
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

１
．
会
員
の
拡
大
の
た
め
の
事
業

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

◆
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
会
員
に
む
け
た
勉
強
会
等
を
開
催

２
．
研
究
に
関
す
る
事
業

◆
重
症
心
身
障
害
児(

者)

通
園
事
業
・
実
態
調
査

平
成
二
〇
年

六
月
〜
八
月

◆
施
設
見
学
（
重
症
心
身
障
害
児
施
設

す
く
よ
か
）

平
成
二
〇
年
一
〇
月
三
一
日

３
．
交
流
事
業

◆
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

・
「
お
花
見
」
（
於
：
万
博
記
念
公
園
）

平
成
二
〇
年

四
月
一
二
日

・
「
流
し
そ
う
め
ん
＆
花
火
大
会
」

（
於
：
み
ど
り
教
室
＆
桃
ヶ
池
公
園)

平
成
二
〇
年

七
月
二
六
日

・
「
食
事
会
＆
ダ
ン
ス
・
腹
話
術
な
ど
催
し
物
」

（
於
：
長
居
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー)

平
成
二
〇
年
一
二
月
二
七
日

・
「
神
戸
花
鳥
園
へ
」

平
成
二
一
年

三
月
一
四
日

◆
会
員
交
流
会
（
於
：
早
川
福
祉
会
館
）

平
成
二
〇
年

六
月
一
二
日

◆
一
泊
交
流
キ
ャ
ン
プ

「
大
和
・
伊
賀
」

平
成
二
〇
年
一
〇
月
一
八
・
一
九
日

◆
重
症
心
身
障
害
児
施
設
保
護
者
・
交
流
会

(

於
：
育
徳
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー)

平
成
二
一
年

一
月
二
二
日

４
．
啓
発
事
業

◆
「
い
の
ち
き
ら
き
ら
愛
の
パ
ネ
ル
展
」(

於
：
堺
市)

平
成
二
〇
年
五
月
二
七
日
〜
三
〇
日

◆
「
権
利
条
約
批
准
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
お
お
さ
か
」
協
力

（
於
：
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー)

平
成
二
〇
年
一
一
月

五
日

５
．
機
関
紙
の
発
刊

◆
機
関
紙
「
支
え
る
」
を
年
間
計
５
回
発
行

６
．
障
害
児
者
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
の
研
修
会

・
第
１
回

「
自
閉
症
の
理
解
と
支
援
」

（
於
：
早
川
福
祉
会
館
）
平
成
二
〇
年

四
月
二
四
日

・
第
２
回

「
調
理
実
習
と
二
次
調
理
」

（
於
：
ク
レ
オ
大
阪
南
）
平
成
二
〇
年
一
〇
月

三
日

・
第
３
回

「
ダ
ン
ス
セ
ラ
ピ
ー
」

（
於
：
早
川
福
祉
会
館
）
平
成
二
〇
年
一
一
月

一
日

◆
◆
月
別
活
動
報
告
◆
◆

四

月

運
営
委
員
会

交
流
事
業
：
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン(

一
二
日)

障
害
児
者
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
の
研
修
会(

二
四
日)

五

月

運
営
委
員
会

「
い
の
ち
き
ら
き
ら
愛
の
パ
ネ
ル
展
」

(

二
七
〜
三
〇
日)

機
関
紙
「
支
え
る
」
62
号
発
行

六

月

第
一
五
回
定
期
総
会
・
会
員
交
流
会
（
一
二
日)

運
営
委
員
会

七

月

運
営
委
員
会

交
流
事
業
：
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
二
六
日
）

機
関
紙
「
支
え
る
」
63
号
発
行

八

月

運
営
委
員
会

通
園
事
業
・
実
態
調
査

九

月

運
営
委
員
会

「
医
療
的
ケ
ア
と
自
立
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
後
援
（
二
七
日
）

機
関
紙
「
支
え
る
」
64
号
発
行

一
〇
月

運
営
委
員
会

平
成
二
〇
年
度
事
業
報
告
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交
流
キ
ャ
ン
プ
「
大
和
・
伊
賀
」（

一
八
・
一
九
日)

障
害
児
者
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
の
研
修
会
（
三
日)

施
設
見
学

重
症
心
身
障
害
児
施
設

「
す
く
よ
か
」
（
三
一
日
）

一
一
月

運
営
委
員
会

障
害
児
者
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
の
研
修
会
（
一
日
）

機
関
紙
「
支
え
る
」
65
号
発
行

一
二
月

運
営
委
員
会

交
流
事
業
：
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
二
七
日)

一

月

運
営
委
員
会

重
症
心
身
障
害
児
施
設
保
護
者
・
交
流
会

「
入
所
者
の
ニ
ー
ズ
を
考
え
る
」
（
二
二
日
）

機
関
紙
「
支
え
る
」
66
号
発
行

二

月

運
営
委
員
会

「
全
身
性
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
」
養
成
研
修
開
講

(

一
四
日
・
一
五
日
・
二
二
日
）

三

月

運
営
委
員
会

交
流
事
業
：
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
一
四
日)

守
る
会
関
係

◆
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会

平
成
二
〇
年

四
月

五
日(

土)

大
阪
府
立
青
少
年
会
館

平
成
二
〇
年

六
月

七
日(

土)

中
央
公
会
堂

平
成
二
〇
年
一
〇
月

四
日(

土)

砂
子
療
育
園

平
成
二
〇
年
一
一
月
二
二
日(

土)

大
阪
府
立
青
少
年
会
館

平
成
二
〇
年
一
二
月
一
七
日(

水)

嵯
峨
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

平
成
二
一
年

二
月
一
三
日(

金)

〜
一
四
日(

土)

滋
賀
県
（
一
泊
研
修)

◆
全
国
大
会

平
成
二
〇
年

六
月
二
一
日(

土)

〜
二
二
日(

日)

札
幌
市

◆
４
専
門
部
会

平
成
二
〇
年

九
月

六
日(

土)

神
戸
市

◆
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

平
成
二
一
年

一
月
三
一
日(

土)

京
都
市

◆
き
ょ
う
だ
い
交
流
キ
ャ
ン
プ
・
親
の
集
い

平
成
二
〇
年

八
月
二
五
日(

月)

・
二
六
日(

火)

敦
賀
市

一
一
月

九
日(

日)

西
宮
市

◆
支
部
長
会
議

平
成
二
〇
年

五
月
二
五
日(

日)

「
守
る
会
」
本
部

平
成
二
一
年

二
月
七
日(

土)

・
八
日(

日)

「
守
る
会
」
本
部

◆
専
門
部
会
長
会
議

平
成
二
〇
年

九
月
一
三
日(

土)

・
一
四
日(

日)

「
守
る
会
」
本
部

◆
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
・
勉
強
会

平
成
二
〇
年

七
月
一
二
日(

土)

京
都
市

◆
若
手
研
修
会

平
成
二
一
年

二
月

六
日(

金)

「
守
る
会
」
本
部

大阪府重症心身障害児・者を支える会

(全国重症心身障害児(者)を守る会の

大阪支部)への入会についてご案内い

たします。

【個人会員】 ◎年会費 8,400円

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む

◎年会費 3,600円

本会「支える」発行購読料含む

【法人・団体会員】 ◎年会費 10,000（１口）

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む

【協力会員】 ◎年会費 3,000円(１口)(運営資金の協力会員)

本会「支える」発行購読料含む

☆申込み・問い合わせは事務局までお願いします
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　　    　科　　　　　　目 金　　   額 摘　　　要 　   　　科　　　　　　目  金　　　額 摘　　　要

41会　費　収　入 950,400 31事　務　費　支　出 823,180

　01正会員会費収入 836,400 　01職員俸給 0

　02協力会員会費収入 114,000 　02職員諸手当 0

42寄付金収入 46,900 　03賃　　　金 238,860 事務処理等委託謝金等

　01寄付金収入 46,900 　04法定福利費 0

43事　業　収　入 1,572,545 　05旅　　　費 186,201 会議等参加旅費ほか

　01バザー収入 0 　06一般物品費 17,083 消耗品など

　02その他の事業収入 1,572,545 研修会等参加費、書籍売上、印刷代ほか 　07固定資産物品費 0

44補助金収入 0 　08印刷製本費 76,811 コピー、印刷経費など

　01地方公共団体補助金収入 0 　09光熱水費 0

　02公益事業補助金収入 0 　10会　議　費 68,212 総会会場費、茶菓子ほか

45本部助成金収入 572,837 　11修　繕　費 0

　01本部助成金収入 572,837 交流キャンプ助成：こども未来財団 　12役　務　費 219,712 通信運搬（電話料金含む）、手数料など

46雑　　収　　入 87,733 　13借料損料 2,500 借料

　01雑　　収　　入 87,733 研修会時弁当代ほか 　14雑　　　費 13,801

47設備資金借入金収入 0

　01設備資金借入金収入 0 32事　業　費　支　出 1,715,979

48引当金戻入 0 　01研修会開催費 534,745 会場費、設営費、講師料ほか

　01修繕引当金戻入 0 　02レクリェーション活動費 1,058,370 交流キャンプ、交流会など

　02備品等購入引当金戻入 0 　03分会活動費 27,800 堺分会等

　03人件費引当金戻入 0 　04調査啓発事業費 0

49積立金戻入 0 　05機関紙出版費 95,064 機関紙印刷費、発送費用など

　01建設積立金戻入 0 　06その他の事業費 0

　02その他の積立金戻入 0

33本部会費 410,400

　01本部会費 410,400

34近畿ブロック会費 13,000

　01近畿ブロック会費 13,000

35雑　支　出 10,000

　01慶　弔　費 10,000

　02雑　支　出 0

36積立金繰入 0

　01建設積立金繰入 0

　02その他の積立金繰入 0

37引当金繰入 0

　01修繕引当金繰入 0

　02備品等購入引当金繰入 0

　03人件費引当金繰入 0

　　当　期　収　入　額　計 3,230,415 　　当　期　支　出　額　計 2,972,559

　　　　　前期繰越金 587,982 　　　　　当期繰越金 845,838

　　　収　　入　　合　　計 3,818,397 　　　支　　出　　合　　計 3,818,397

支　　　出　　　の　　　部 収　　　入　　　の　　　部

      　　　　　　　　　               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自2008.4.1至2009.3.31
２００８年度　収支決算報告書
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基
本
方
針

重
度
の
障
害
を
持
っ
て
い
て
も
一
人
の
人
間
と
し
て
の
人

格
と
個
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
重
症
心
身
障
害

児
・
者
が
当
た
り
前
の
人
と
し
て
、
当
た
り
前
の
生
活
を
続

け
ら
れ
る
こ
と
を
支
え
て
い
く
。

活
動
方
針

障
害
児
支
援
の
見
直
し
及
び
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
３

年
後
の
見
直
し
に
つ
い
て
報
告
書
が
出
さ
れ
、
障
害
者
自
立

支
援
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
概
要
が
出
さ
れ
た
。

具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
体
系
の
見
直
し
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
重
症
心
身
障
害
児
者
が
そ
の
人
ら
し
く
、
そ
の
人
の

望
む
暮
ら
し
を
実
現
で
き
る
制
度
に
な
っ
て
い
く
よ
う
に
意

見
を
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
っ
て
も
利
用
で
き
な
い
」
な

ど
、
障
害
の
重
い
人
が
地
域
で
生
活
し
て
い
く
う
え
で
、
必

要
充
分
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
く

の
か
引
き
続
き
問
題
点
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
真
に
当

事
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援
が
な
さ
れ
、
有
効
に
活
用
で

き
る
制
度
に
な
っ
て
い
く
よ
う
に
、
問
題
点
を
出
し
、
具
体

策
を
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

重
症
児
通
園
事
業
の
法
定
化
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業
形
態
・

仕
組
み
が
真
に
利
用
者
側
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
形
に
な
る
よ

う
提
言
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
医
療
的
ケ
ア

が
必
要
な
人
の
地
域
で
の
受
け
皿
が
無
い
に
等
し
い
状
況
で

ス
タ
ー
ト
し
た
制
度
で
あ
る
が
、
最
も
弱
い
人
々
を
も
れ
な

く
守
る
と
い
う
活
動
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
報
酬
の
改
正
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
現
場
の
実
態
を
踏
ま
え
た
見
直
し
が
盛
り
込
ま
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
福
祉
の
現
場
で
働
き
た
い
と
希
望
す
る

人
た
ち
の
生
活
が
保
障
さ
れ
、
労
働
条
件
が
整
え
ら
れ
て
い

る
と
は
ま
だ
ま
だ
言
い
難
い
状
況
と
、
重
症
心
身
障
害
児
者

が
抱
え
る
様
々
な
問
題
は
解
決
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
在
宅
生

活
の
介
護
負
担
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。
社
会
的
資
源

の
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
中
で
は
果
て
し
な
い
苦
労
が
想
像

で
き
、
本
人
の
自
立
と
社
会
参
加
と
い
う
に
は
程
遠
く
、
会

活
動
へ
の
参
加
も
難
し
く
し
て
い
る
。
施
策
の
充
実
に
向
け

一
人
で
も
多
く
の
理
解
者
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
、

重
症
心
身
障
害
児
者
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
発
信
を
続
け

て
い
く
必
要
性
を
強
く
感
じ
る
。

ま
た
、
重
症
心
身
障
害
児
施
設
の
保
護
者
相
互
の
交
流
を

通
じ
、
入
所
施
設
の
現
状
や
課
題
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
て

い
き
た
い
。

よ
り
困
難
な
状
況
に
あ
る
人
の
た
め
「
最
も
弱
い
者
を
一

人
も
も
れ
な
く
守
る
」
と
い
う
会
の
理
念
に
恥
じ
る
こ
と
な

く
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
、
当
事
者
の
声
を
集
約
し
、
多

く
の
課
題
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
機
関
紙
を
通
じ
た
活
動
を
充
実
さ
せ
た
い
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指

し
、
重
症
児
者
の
為
の
支
援
者
育
成
事
業
を
執
り
行
う
と
共

に
、
堺
市
の
重
症
心
身
障
害
児
施
設
開
設
に
向
け
て
当
事
者

の
声
を
伝
え
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
会
員
か
ら
の
相
談
業
務
需
要
、
及
び
こ
れ
か
ら
の

福
祉
情
勢
を
勘
案
し
権
利
擁
護
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

そ
し
て
、
福
祉
施
策
の
充
実
を
目
指
し
他
団
体
と
も
積
極
的

に
交
流
、
協
同
し
て
い
き
た
い
。

事
業
計
画

１
．
会
員
の
拡
大
の
た
め
の
事
業

◆
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
会
員
に
向
け
た
勉
強
会
等
を
開

催
し
、
会
活
動
の
理
解
を
拡
げ
る
。
ま
た
、
各
メ
デ
ィ
ア

を
利
用
し
た
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
に
よ
り
、
情
報
の
発
信
及
び
情
報

交
換
の
場
を
持
つ
。

２
．
研
究
に
関
す
る
事
業

◆
会
員
並
び
に
関
係
者
等
の
情
報
交
換
及
び
研
修
の
場
と
し

て
実
施
し
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
並
び
に
広
汎
性
発

達
障
害
に
関
す
る
研
修
会
等
の
各
種
の
研
修
会
等
を
開
催

す
る
。

☆
情
勢
報
告
及
び
意
見
交
換
会

☆
「
支
え
る
会
」
セ
ミ
ナ
ー

☆
重
症
心
身
障
害
児
者
介
護
人
養
成
講
座

☆
広
汎
性
発
達
障
害
を
伴
う
重
症
児
者
の
た
め
の
研
修
会

３
．
交
流
事
業

◆
会
員
相
互
の
交
流
の
た
め
の
事
業
、
並
び
に
情
報
交
換
等

の
た
め
の
会
員
に
よ
る
集
会
等
の
実
施
。

☆
交
流
会
な
ど
の
実
施

☆
療
育
キ
ャ
ン
プ

☆
重
症
児
施
設
保
護
者
・
交
流
会

４
．
啓
発
事
業

◆
大
阪
府
並
び
に
各
市
に
積
極
的
に
情
報
提
供
を
行
う
と
共

に
実
態
に
応
じ
た
施
策
の
実
施
を
求
め
て
い
く
。

５
．
機
関
紙
の
発
刊

◆
会
員
相
互
の
情
報
交
換
や
情
報
提
供
の
場
と
し
て
、
ま
た
、

会
活
動
の
広
報
の
場
と
し
て
機
関
紙
「
支
え
る
」
を
発
刊

し
、
会
の
活
動
の
強
化
及
び
会
員
の
拡
大
に
繋
げ
る
。

(

年
間
６
回
発
行)

◆
◆
月
別
活
動
予
定
◆
◆

四

月

運
営
委
員
会
（
一
三
日
）

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行
（
二
五
日
）

五

月

運
営
委
員
会
（
一
一
日
）

交
流
事
業
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

(

二
三
日)

：
中
止

六

月

運
営
委
員
会
（
八
日
）

定
期
総
会(

一
六
日
）

情
勢
報
告
及
び
意
見
交
換
会
（
一
六
日
）

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行
（
三
〇
日)

七

月

運
営
委
員
会
（
一
三
日
）

重
度
訪
問
介
護
従
業
者
養
成
研
修

（
二
五
日
・
二
六
日
）

平
成
二
一
年
度
事
業
計
画

―４―
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交
流
事
業
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

八

月

運
営
委
員
会
（
一
七
日
）

重
度
訪
問
介
護
従
業
者
養
成
研
修

(

一
日
・
二
日
・
八
日
）

人
材
育
成
事
業

(

重
症
心
身
障
害
児
者
介
護
人
養
成
講
座
）

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

九

月

運
営
委
員
会

「
支
え
る
会
」
セ
ミ
ナ
ー

「
重
症
心
身
障
害
児
施
設
」
保
護
者
・
交
流
会

交
流
事
業
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

一
〇
月

運
営
委
員
会

療
育
キ
ャ
ン
プ

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

一
一
月

運
営
委
員
会

交
流
事
業
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

一
二
月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

一

月

運
営
委
員
会

人
材
育
成
事
業

（
広
汎
性
発
達
障
害
を
伴
う
重
症
児
者
の

た
め
の
研
修
会
）

交
流
事
業
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

二

月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

三

月

運
営
委
員
会

交
流
事
業
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

人
材
育
成
事
業

(

重
症
心
身
障
害
児
者
介
護
人
養
成
講
座
）

守
る
会
関
係

◆
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会

平
成
二
一
年

四
月

四
日(

土)

嵯
峨
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

平
成
二
一
年

六
月
一
三
日(

土)

嵯
峨
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

平
成
二
一
年

八
月

一
日(

土)

嵯
峨
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

平
成
二
一
年
一
〇
月

三
日(

土)

嵯
峨
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

平
成
二
二
年

二
月
一
二
日(

金)

・
一
三
日(

土)

福
井
県
（
一
泊
研
修
）

◆
全
国
大
会

平
成
二
一
年

九
月
二
三
日(

水
・
祝)

・
二
四
日(

木)東
京
都

◆
四
専
門
部
会

平
成
二
一
年

九
月

五
日(

土)

嵯
峨
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◆
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

平
成
二
一
年
一
一
月
二
一
日(

土
）
兵
庫
県
支
部
担
当

◆
支
部
長
会
議

平
成
二
一
年

五
月
三
一
日(

日)

：
中
止

「
守
る
会
」
本
部

平
成
二
二
年

二
月
六
日(

土)

・
七
日(

日)「
守
る
会
」
本
部

◆
専
門
部
会
長
会
議

平
成
二
一
年

九
月
一
二
日(

土)
・
一
三
日(

日)

「
守
る
会
」
本
部

◆
新
任
支
部
長
及
び
会
員
研
修
会

平
成
二
二
年

二
月

五
日(

金)

・

六
日(

土)

「
守
る
会
」
本
部

―５―

「支える会」事務局
〒５４５－００２１
大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８

育徳コミュニティーセンター２階
大阪府重症心身障害児・者を支える会

会長 鈴木 祥子
ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５
ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６
＜郵便振替＞ ００９３０－９－６９５９８

支える会ホームページのご案内

ドメイン名 http://www.sasaeru.or.jp/

メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎様々な御意見・御質問や情報をメール

や掲示板にお寄せ下さい。

全国・各地へリンクあり！

既に納入がお済みの方にはあしからずお

許しを賜りますようお願い申し上げます。

＜問い合わせ＞

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

＜郵 便 振 替＞

００９３０－９－６９５９８

大阪府重症心身障害児・者を支える会
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科 　 　 　 　 　 　目 金 　 　額 科 　 　 　 　 　 　目 金 　 　額
4 1会 　費 　収 　入 9 6 0 ,0 0 0 3 1事 　務 　費 　支 　出 6 3 5 ,0 0 0
　 0 1正 会 員 会 費 収 入 84 0 ,0 0 0 　 0 1職 員 俸 給 0
　 0 2協 力 会 員 会 費 収 入 12 0 ,0 0 0 　 0 2職 員 諸 手 当
4 2寄 付 金 収 入 30 0 ,0 0 0 　 0 3賃 　 　 　金 0
　 0 1寄 付 金 収 入 30 0 ,0 0 0 　 0 4法 定 福 利 費
4 3事 　業 　収 　入 1 3 0 ,0 0 0 　 0 5旅 　 　 　費 1 7 0 ,0 0 0
　 0 1バ ザ ー 収 入 0 　 0 6一 般 物 品 費 10 0 ,0 0 0
　 0 2そ の 他 の 事 業 収 入 13 0 ,0 0 0 　 0 7固 定 資 産 物 品 費 0
4 4補 助 金 収 入 2 ,0 0 0 ,0 0 0 　 0 8印 刷 製 本 費 1 0 0 ,0 0 0
　 0 1地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0 　 0 9光 熱 水 費 0
　 0 2公 益 事 業 補 助 金 収 入 2 ,0 0 0 ,0 0 0 　 1 0会 　議 　費 5 0 ,0 0 0
4 5本 部 助 成 金 収 入 50 0 ,0 0 0 　 1 1修 　繕 　費 0
　 0 1本 部 助 成 金 収 入 50 0 ,0 0 0 　 1 2役 　務 　費 2 0 0 ,0 0 0
4 6雑 　 　収 　 　入 0 　 1 3借 料 損 料 1 0 ,0 0 0
　 0 1雑 　 　収 　 　入 0 　 1 4雑 　 　 　費 5 ,0 0 0
4 7設 備 資 金 借 入 金 収 入 0
　 0 1設 備 資 金 借 入 金 収 入 0 3 2事 　業 　費 　支 　出 3 ,6 4 0 ,0 0 0
4 8引 当 金 戻 入 0 　 0 1研 修 会 開 催 費 2 ,0 0 0 ,0 0 0
　 0 1修 繕 引 当 金 戻 入 　 0 2レ ク リ ェ ー シ ョン 活 動 費 1 ,0 0 0 ,0 0 0
　 0 2備 品 等 購 入 引 当 金 戻 入 0 　 0 3分 会 活 動 費 30 ,0 0 0
　 0 3人 件 費 引 当 金 戻 入 0 　 0 4調 査 啓 発 事 業 費 10 ,0 0 0
4 9積 立 金 戻 入 0 　 0 5機 関 紙 出 版 費 10 0 ,0 0 0
　 0 1建 設 積 立 金 戻 入 0 　 0 6そ の 他 の 事 業 費 50 0 ,0 0 0
　 0 2そ の 他 の 積 立 金 戻 入 0

3 3本 部 会 費 4 2 0 ,0 0 0
　 0 1本 部 会 費 4 2 0 ,0 0 0
3 4近 畿 ブ ロ ッ ク 会 費 1 6 ,0 0 0
　 0 1近 畿 ブ ロ ッ ク 会 費 1 6 ,0 0 0
3 5雑 　支 　出 2 4 ,8 3 8
　 0 1慶 　弔 　費 2 0 ,0 0 0
　 0 2雑 　支 　出 4 ,8 3 8
3 6積 立 金 繰 入 0
　 0 1建 設 積 立 金 繰 入 0
　 0 2そ の 他 の 積 立 金 繰 入 0
3 7引 当 金 繰 入 0
　 0 1修 繕 引 当 金 繰 入 0
　 0 2備 品 等 購 入 引 当 金 繰 入 0
　 0 3人 件 費 引 当 金 繰 入 0

　 　当 　期 　収 　入 　額 　計 3 ,8 9 0 ,0 0 0 　 　 当 　期 　支 　出 　額 　計 4 ,7 3 5 ,8 3 8
　 　 　 　 　前 期 繰 越 金 84 5 ,8 3 8 　 　 　 　 　当 期 繰 越 金 0

　 　 　収 　 　入 　 　合 　 　計 4 ,7 3 5 ,8 3 8 　 　 　 支 　 　出 　 　合 　 　計 4 ,7 3 5 ,8 3 8

　         　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ０ ０ ９ 年 度 　収 支 予 算 書

　 　 　収 　 　 　入 　 　 　の 　 　 　部 　 　 　支 　 　 　出 　 　 　の 　 　 　部

― インフォーメーション ―
「全国重症心身障害児（者）を守る会」「守る会 近畿ブロック」関係の以下の情報が支え

る会事務局にあります。

■平成２１年度近畿ブロック専門部会について

開催日：９月５日(土) 13:00～ 会場：コミュニティ嵯峨野

＊「重症児施設部会」・「在宅部会」などで課題解決や支部の意見・ニーズをブロッ

ク単位で集約し、さらに全国単位で集約し、国などへの要望に活かしていきます。

又、都道府県や市区町村への要望活動に結びつけることができます。

親の会が一体的に取り組むことによって、地域格差を解消し、「どこに住んでいて

も安心して暮らせる福祉社会作り」の実現に向け取り組むことを目指すものです。

■平成２１年度近畿ブロック研修会について

開催日：１１月２１日(土) 担当支部：兵庫県

テーマ：「重症児者の医療と福祉・その現状と課題」（予定）

―６―
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「情勢報告及び意見交換会」平成21年6月16日(火)

皆さんから以下のような意見が出ました。

■医療的ケアが必要な方をとりまく情勢について

医療的ケアが必要な方を重症心身障害児施設は医療機関であることから受け入れてきたが、療

養介護事業(医療機関ができる事業)に移行しても、超重症児者等の重篤な方を受けとめることが

できる施設は今までと同じく一部であると思われる。療養介護事業へ変わっても、医療体制は何

も変わらず、かえって生活部分が低下するおそれがある施設があるかもしれない。施設であり、

かつ病院でもあるので、暮らしの場としての考えを大切にしてほしい。リハビリ等による発達の

保障が今後できなくなるような改正では、生き甲斐を問う事も将来に向けての希望もなくなるの

ではないかと危惧される。

■医療がそれ程必要でない方たちの暮らしの場はどこになるのか？

自立支援法の中では、医療度の低い方については示されていない。実際に重症心身障害児施設

で受け入れてきた特別な配慮が必要な方のための暮らしの場は果たしてあるのか？どのようなも

のが必要なのか(質の問題として)。これからどうするのか？

■在宅生活を支えるには

重症児施設の絶対数が足りない中で、在宅生活を支えていくためには、対応できるシステムが

必要。

看護師だけでなく介護職も医療的ケアができる方向になってほしい。意思表示できない方にとっ

て、医療的ケアのあり方（医療的ケアを医療職以外の方がすること）について整理がついていな

い。

たくさんの方と関われるのが生活の場だとするなら、医療が生活感を求め、生活感だけでなく

医療も求められるという（医療と生活感、本人にとって何が必要なのかという）ことを考えたい。

一人一人に合った生活の質を高めることを求めるのが重要である。

ケアホームは重症児者にとって暮らしの場になりうるのか？

生活の質を考えた暮らしの場なのか？本人を支えていくためのものかどうか？

■学校卒業後の問題

支援学校の状況をみてみると、卒業後の行き先は入所施設ではない。しかも療養介護が増えて

いく可能性はない。生活介護に市単費で加算していく方向を考えるのか？（生活介護をどう変え

ていくのか？）

医療が必要な重症心身障害児者にとって、身体障害者療護施設がセンター的な役割になりうる

のか？

重症心身障害児(者)通園事業Ｂ型は、生活介護へ方向性が検討されているが、医療が必要な方

の学校卒業後の日中活動はどこで過ごすのか？

医療型日中ショートステイ（医療機関がするので単価が高い）が活動の拠点になるということ

でよいのか？

医療的ケアが必要になっても、生活を楽しく、生きていくことが楽しいという状況に変えてほ

しい。

その人自身を中心に暮らしを立てていく時、将来の暮らしのイメージが乏しいものになってほ

しくない。

■「支える会」として

将来の暮らしの場はどのような形になるのかを見通しながら、その暮らしを続けていくため必

要な方策を出せばよい。本人の暮らしを大切にという思いで、生活の質を問えるだけのものにし

たい。その思いを行政に届けたい。そして、必要な施策をとってもらえるように声を出してもら

いたい。要望を出してもらいたい。

（関連記事 表紙）
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大阪府重症心身障害児者を支える会 

重度訪問介護従業者養成研修のご案内 
 

「特定非営利活動法人 大阪府重症心身障害児者を支える会」では重度訪

問介護従業者養成講座を開講いたします。 

この講座は、当事者の立場に立った人権感覚をふまえた上で、重度障害者介

護の技術を学ぶことを目的としています。 

この資格を取得すると、重度訪問介護・全身性ガイドヘルプ（者、児）に従事

することが出来ます。希望者は次の要領でお申し込み下さい。 
 
記 

 
開 講 日： 平成２１年  ７月 ２５，２６日、 

          ８月  １， ２， ８日    （土日コース） 

会 場： 育徳コミュニティーセンター 

        （地下鉄御堂筋線「西田辺」３番出口徒歩２分） 

受 講 資 格： 障害児者の福祉に熱意があり、居宅介護業務に従事しようとする方で５日間受講できる方 

申込み方法： 次の事項を記入の上、ＦＡＸ、ハガキ、Ｅ-ｍａiｌにてお申し込み下さい。 

        （氏名、ふりがな、郵便番号、住所、TEL、FAX、生年月日、性別） 

費 用： １５，０００円 

        ＊受講料納入を確認後、受講票送付をもって受講決定とします。 

        ＊受講決定後はご返金できません。 

振 込 先： 三井住友銀行 西田辺支店 普通口座１１７００４６ 

    特定非営利活動法人 大阪府重症心身障害児者を支える会 会長 鈴木祥子 

     トクテイヒエイリカツドウホウジン オオサカフジュウショウシンシンショウガイジシャヲ 

     ササエルカイ カイチョウ スズキショウコ 

主 催 者： 特定非営利活動法人 大阪府重症心身障害児者を支える会 

申 込 先： 〒545-0021 大阪市阿倍野区阪南町 5-15-28 育徳コミュニティーセンター内 

    TEL ０６－６６２４－２５５５  FAX ０６－６６２４－２５５６ 

       E-mail： osaka@sasaeru.or.jp   支える会事務局 

定 員： ２０名 

 

大阪府指定番号Ｎｏ１６ 

     コース名  土日コース         

 年 月 日 科目記号・科目名 時 間 実施場所 

開講式・オリエンテーション 9:30 ～ 9:45 h   

重度訪問介護の制度とサービス 9:45 ～ 10:45 １h 

介護概論 10:45 ～ 11:45 １h 

人権啓発に関する基礎知識 12:30 ～ 14:30 ２h 

育徳コミュニティー
センター 

平成２１年 
７月２５日(土) 

緊急時の対応及び危険防止 14:30 ～ 16:30 ２h   

重度訪問介護利用者の理解 9:30 ～ 10:30 １h 

コミュニケーション技術 10:35 ～ 12:35 ２h 平成２１年 
７月２６日(日) 医療的ケアを必要とする 

重度訪問介護者の障害及び支援 
13:20 

 
～ 
 

17:20 
 
４h 
 

育徳コミュニティー
センター 

抱きかかえ方及び移乗の方法 9:30 ～ 10:30 １h 

車椅子の移動介助 10:30 ～ 12:30 ２h 

生活行為の介助 13:15 ～ 16:15 ３h 

平成２１年 
８月１日(土) 

実習オリエンテーション 16:15 ～ 16:45 0.5h 

育徳コミュニティー
センター 

基礎介護実習 9:30 ～ 14:30 ５h 

外出介護実習 14:30 ～ 16:30 ２h 
平成２１年 
８月２日(日) 

実習オリエンテーション 16:30 ～ 17:00 0.5h 

みどり教室 

13:00 ～ 17:00 ４h 重度肢体不自由者介護サービ 
ス提供現場実習     

平成２１年 
８月８日(土) 

閉講式 17:00 ～ 17:30 0.5h 

重症児者を支える会
居宅介護事業所 
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